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研究成果の概要： 

研究計画に従い、ミニマリスト・プログラムの枠組みにおいて、副詞について通時的・共時的

観点から研究を行い、従来とは異なるいくつかの分析結果を得ることができた。 

通時的には、コーパスを用いてデータを蓄積し、副詞の歴史的発展について、説明を与える

ことができた。また、帰結として言語の基盤となる節構造について、周辺機能範疇(Mood, Mod)

などの妥当性を示すことができた。さらに、周辺機能範疇と核機能範疇という二種類の機能範

疇の違いが歴史的な背景において説明可能となった。 

共時的には、おもに英語の認識様態副詞、発話行為副詞の意味的・統語的ふるまいについて

再度検証した。そして、従来主流となっていた specifier-based analyses, scope-based analyses

とは全く異なる種類の phase-based analyses を提案した。これは、副詞の分析において誰も発

表していない新しい分析法である。 

また、提案された節構造が理論的枠組みを超えて妥当なものであるという知見をえることが

できた。 
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１．研究開始当初の背景 

(1)採用する理論的枠組の背景 

1950年代に始まった生成文法は、様々な理

論的変遷を経てミニマリスト・プログラムに

至っている。とりわけ、今世紀に入ってから

の極小主義は生体の一器官として実存する言

語機能の中身を明らかにすることをさらに推

し進めた形になってきており、その中で、言

語固有のメカニズムを極力少なくし、生物学

的に言語能力を説明しようという方向に進ん

でいた。その結果、普遍文法は、ことばから

独立した生体システムの原理のみから構成さ

れている、という考え方に沿って理論装置が

提案されてきている。たとえば、句構造を説

明してきたXバー理論は破棄され、構造構築操

作として、唯一マージ (Merge) のみが提案さ

れた。これにより、移動操作も独立した操作

として考えられる必要がなくなった。マージ

を駆動するものとして素性間の一致(Agree)

が重要な役割を果たしてきている。さらに、

経済性の観点から最小の単位としてはフェー

ズ(phase)が取り入れられた。1990年代に始ま

ったミニマリスト・プログラムは、このよう

に、急速に理論装置を生物学的基盤を持つも

のへと変化させていった。 

 

(2) 副詞研究の背景 

 生成文法における副詞の研究は1970年代か

ら行われていたが、ミニマリスト・プログラ

ムと関連付けて研究を行った代表的なものは

Cinque (1999)である。Cinque以降、ミニマリ

スト・プログラムの観点から副詞を分析しよ

うという流れがでてきていた。そしてCinque

の研究を中心として、様々な議論がなされ(cf.

 Ernst 2002)、かつてないほど副詞が言語研究

の中で重要なテーマとなっていった。しかし

ながら一方で、それまでの研究は、副詞の振

舞いのある一側面、あるいは理論装置のある

一部のみを暫定的に利用しているに過ぎず、

理論装置の妥当性を示す言語データとしての

中心的役割を果たすには十分なものとはいえ

なかった。 

 

２．研究の目的 

筆者はそれまでChomsky (1995)のミニマリ

スト理論に基づいて副詞の研究を行ってきた

が、1995年のミニマリスト・プログラムと現

在のミニマリスト・プログラムは上記のよう

に大きく変化している。本研究は-ly副詞を中

心に、副詞要素を研究の材料とし、言語の理

論装置を再検証することによって、人の言語

の本質とは何かを探ることを目的とするもの

である。 

本研究の特色の一つは、ミニマリスト・プ

ログラムの理論装置を構築するための言語デ

ータとして副詞要素を用いることである。こ

れまでの言語研究において、副詞は動詞や機

能範疇に付加するだけの例外的言語要素とし

てみなされており、言語理論の構築の中で重

要な役割を果たしてこなかった。ミニマリス

ト・プログラムにおいても理論装置の妥当性

（あるいは非妥当性）を示す言語データとし

て体系的なものとして中心的役割を果たして

いない。したがって、本研究によって、副詞

要素を言語理論の構築のための基盤として中

心に据えることによって、言語システムに新

しい視点、枠組みを与え、より妥当な理論を

構築できるものと考える。 

 

３．研究の方法 

 以下の手順で研究をすすめた。 

（１）これまでに論じられている生物学的基

盤に基づいたミニマリスト・プログラムにつ

いて、文献を参考にして精査する。 

（２）言語理論の経験的基盤として、英語お

よび日本語の副詞の言語事実の記述を行う。

これまでの自らの研究で蓄積されている英



語について、現代英語に加え、歴史的な資料

を充実させる。生物学的な観点は進化という

問題も内包しており、この点から副詞の歴史

的発達を観察することによって、言語の進化

に関わる理論に妥当な知見を加えることが

予測される。また、欧米の諸言語の言語現象

をもとにしている理論に対し、日本語の研究

から新たな知見を加えることにより、より妥

当な理論の構築が可能となる。 

（３）上記の情報をもとに、生物学的基盤に

基づいた理論装置が、副詞の統語的・意味的

特性にどのように還元できるかを明らかに

し、ミニマリスト・プログラムの理論装置の

研究を深化・充実させる。 

 

４．研究成果 

(1) 歴史的観点から得られた研究成果 

ヘルシンキ、ブラウン、FOB、FLB等のコ

ーパス資料から基盤となる認識様態副詞の

通時的・共時的言語データを収拾し、副詞の

分布毎に分類した。これらの研究から次の知

見を得た。 

①Chomsky (2005)におけるミニマリスト・プ

ログラムの枠組みのもとで、副詞の認可方法

を再検証し、認識様態副詞は主要部となる周

辺機能範疇によって一致(Agree)のもと認可

されるということが新たに提案できた。この

提案は副次的に周辺機能範疇の存在を支持

する立場を明らかにできた。 

②コーパスを用いた認識様態副詞の歴史的

発達を分析することによって、認識様態副詞

は初期近代英語期に出現したこと、分布の変

化が意味の発達に平行していることを示す

ことができた。これを元に、周辺機能範疇が

近代英語期に出現したということを提案し、

上記１で提案したミニマリスト・プログラム

に基づく副詞の認可システムの妥当性を歴

史的観点から補強することができた。 

【通時的研究に関わる成果は下記雑誌論文

②、⑤、⑥、学会発表①、図書①において発

表】 

 

2.. 共時的観点から得られた研究成果 

① よりprimitiveな認可方法の発見 

特に英語の認識様態副詞・発話行為副詞の

平叙文および疑問文における統語的振る舞

いからc-commandという、よりprimitiveな

構造型およびミニマリストの核となるPICの

相互作用によって副詞の分布を説明できる

のではないかとの知見が得られた。例えば、

(1)の文法性の違いについて、以下のように説

明ができる。 

(1)  a.  Probably, John will have read the 

book. 

b.  *John will have read the book probably. 

(1a)は該当する認可子Modepistemicによってc

統御されることによって認可され、適格とな

る。一方、文末に現れる認識様態副詞はフェ

イズvPによって認可が阻止されるため、非適

格となる。 

(2)  a. [Mod [TP probably [T’ John will have  

 

read the book]]] 

    b. [Mod [TP John will [vP have read the 

book]]] 

また、この研究によってミニマリスト・プロ

グラムの理論装置において意味解釈に関わ

る言語事実においてもc- commandという構

造型が必要であるという副次的成果も得ら

れている 

さらに、これまで散逸していた平叙文・疑

問文におけるデータを統一的に示すことに

よって副詞の分布についての特性がさらに



明らかになったという副次的成果も得られ

ている。 

【この研究成果については雑誌論文①、審

査中論文（書評：Haumann (2008) Adverb 

Licensing and Clause Structures in English）

において発表】 

 

② 談話構造との関連性から節構造の妥当

性を補強 

提案されている理論装置が、単にミニマリ

スト・プログラムという枠組みだけでなく、

談話構造という別の枠組みにおいても妥当

ではないかということを示唆することがで

きた。具体的には、周辺的機能範疇を含む分

節化された節構造 (cf. Mood > C > Mod > T 

> vP) が、談話構造に対応する階層構造を持

っていることを論じた。これによって、ここ

での理論装置がより普遍的な意味をもつと

いうことが示された。 

【この研究成果については、雑誌論文④、研

究発表②において発表】 

 

③ 日本語データとの関連性 

日本語データを先行研究から採取した。そ

の中で、Mizuno (2003)で英語のVP副詞を対

象にした分析において、副詞をよりprimitive

な意味素性に分析しその意味素性が対応す

る機能範疇に投射することによって統語的

・意味的振る舞いの違いが説明できることを

示したが、日本語データにおいても同様の分

析をすることによってそれぞれの特徴が説

明できるのではないかとの知見を得た。これ

は、従来副詞の分析は、英語を代表とする印

欧語に焦点を当てて論じられてきたものが、

日本語の副詞から理論装置になんらかの貢

献ができるのではないかとの可能性を示唆

することになる。この日本語の研究について

はもう少し発展が期待され、今後の研究とし

て取り組みを続けていく予定である。 

【この研究成果は雑誌論文③において発

表】 
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